
 
５ 賃金の消滅時効 

退職金以外の賃金の請求権は、令和２年 4 月 1 日以降に支払われる賃

金からは５年間（当分の間３年）で、退職金の請求権は５年間で時効により

消滅します。賃金台帳など記録の保存についても５年（当分の間３年）とな

っています。 

  ◆主な関係条文：労働基準法１０９条、１１５条、附則１４３条 

★★問い合わせ先★★ 

福岡労働局労働基準部賃金室（TEL ０９２-４１１-４５７８） 

又は管轄の労働基準監督署（Ｐ１２３参照） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）最低賃金のチェック方法 

最低賃金は時間給で定められており、日給や月給などの場合は、時間給

に換算した賃金が最低賃金額を上回っていなければなりません。 

ア 時間給の場合 

時間給≧最低賃金額 

イ 日給の場合 

日給÷１日の所定労働時間≧最低賃金額 

※ただし、日額が定められている特定（産業別）最低賃金が適用され

る場合 日給≧最低賃金額（日額） 

ウ 月給の場合 

月給÷1 箇月平均所定労働時間≧最低賃金額 

エ 出来高払制その他の請負制によって定められた賃金の場合 

該当する賃金総額÷賃金に対応した総労働時間数≧最低賃金額 

オ 上記ア～エの組み合わせの場合 

例えば基本給が日給制で各手当（職務手当等）が月給制などの場合

は、それぞれを上のイ、ウの式により時間給に換算し、それを合計したも

のと最低賃金額（時間給）と比較します。 

 

◆主な関係条文：労働基準法２７条、２８条 
最低賃金法４条、５条、７条、９条、１３条、１５～１７条 

 

 

賃　金 定期給与 所定内給与 基本給

諸手当

休日出勤手当所定外給与

深夜勤務手当賞　与

臨時の賃金
（結婚手当） 時間外勤務手当

この部分が

最低賃金の

対象となります。

※ただし諸手当の

うち、精皆勤手

当、通勤手当、

家族手当は最低
賃金の対象とは

なりません。
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